補助事業者のホームページにおける公表

１　補助事業の概要

（１）事業の目的

２０２０年からの新型コロナウイルス禍の中、基本的な感染予防対策を徹底して、感染者を出さずに運営しているが、当事業所の利用者の平均年齢は８８歳と高齢顕著であり、今後も感染者の発生はもちろんのこと、事業所におけるクラスターの発生を防ぐため、検温器＋消毒ディスペンサー（非接触型）、ＣＯ２濃度測定器を導入することにより、更なる新型コロナ対策を実施して、利用者様と職員の新型コロナウイルス感染症の感染予防・拡大防止に努める。
（２）実施内容

　検温器＋消毒ディスペンサー（非接触型）、ＣＯ２濃度測定器
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補助標識の貼付
検温器＋消毒ディスペンサー（非接触型）全体の写真
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使用状況（検温中の利用者様）
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使用状況（手指消毒中の利用者様）
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ＣＯ２濃度測定器全体の写真　　　　　　　　　　　 補助標識シールの貼付
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　　　　　　換気対策のステッカー貼付

使用状況（ＰＣでモニタリングを行い

換気等のタイミングを確認している。）
２　予想される事業実施効果

今回の整備事業の採択により、補助を受けた機器（検温器＋消毒ディスペンサー（非接触型）、ＣＯ２濃度測定器）を設置することにより、利用者及び来荘者の玄関フロアにおける検温・消毒を対面接触することなく行うとともに、室内の換気を適切な時期に行うことができるため、当事業所の新型コロナウイルス感染症の感染予防・拡大防止への取り組みが強化されることとなった。
